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献呈の辞
　明治大学教授西尾孝明先生は1996年4月，古稀を迎えられま
した。ここに私たち執筆者一同，先生の古稀をお祝いするととも
に，多年にわたり先生からいただいたご厚情と学恩に感謝し，先
生の今後益々のご多幸をお祈り申し上げ，ささやかではあります
が論文集を献呈申し上げるものであります。
　先生のこれまでの学問的営為の多様さは，まことに瞠目すべき
ものがあります。先生は中央大学ご卒業後，本学大学院に入学以
来一貫して，ドイッ社会民主党を中心としたドイッ労働運動史の
研究に専念されました。先生の最初の論文である「ドイッ社会民
主党に於ける組織論の陥穽」は，ドイッ社会民主党の歴史をわが
国において初めて組織の運動法則に則して解明したものとして，
今なお研究史上に位置を占めるものであります。爾来，先生は
1980年代半ばまで，19世紀末から今世紀初頭にかけてのドイツ
労働運動の「保守化のメカニズム」に関心を集中され，数々の論
文を発表されました。
　先生のドイッ労働運動史への沈潜は決して，いわゆる「アカデ
ミック」な関心だけから生まれたのではないように思われます。
先生にとってこの分野でのお仕事は，日本における民主的な社会
主義あるいは社会的な民主主義の確立という，実践的な課題の遂
行と不可分のものでありました。先生は日本社会党に対し，この
党が市民から隔絶した議員政党となることへの批判をなし，他方，
在住の埼玉県の市町村を中心とする地方自治体における市民参加
の可能性を求めて，さまざまな論考を発表され，多くの講演や各
種機関で自説を展開されました。先生のこうした社会的活動は，
学者としての学問的な営為と市民としての実践的な営為とが，鋭
い緊張をもって一個の人間の中に宿るときはじめて，人は何事か
をなしうるということを，見事に示すものであります。数代にわ
たって医業を生業とされてきたお家の伝統が，形を変えて先生の
中にも脈々と流れていることを感ぜざるを得ません。
　西尾先生は，現実の政治に対して並々ならぬ関心を有する労働
運動史の研究者であるばかりではなく，また優れて教育者でもあ
ります。先生にとって教育は，ご自身の研究成果を知らしめる行
為であるだけではなく，研究と実際政治との関わりの中で得たも
の，考えたことを学生に示し，それを学生の考えるきっかけとし
ようとするものでありました。それ故，歴史を普通の人々の，あ
る時は偉大な，ある時は痛苦に満ちた，またある時は愚劣な営み
として示す先生の語り口は，講義を聴講する学生に大きな知的興
奮を与え，それぞれに歴史とは何かということを考えさせたので
あります。
　教育の中で先生が示された人を知的に刺激する力は，近年，日
本あるいはドイッの政治や都市に関する論文のなかでも，穏やか
なユーモアと皮肉をもって，遺憾なく発揮されています。人々が
心から笑うことのできる，優しさに満ちた生活の場を作り上げる
ことこそ政治の任務であり，そのような政治をおおらかに，根底
で支えるのが市民としての人間の努めであることを，繰り返し説
i
いておられる先生のこ論考は，穏やかな語り口ながら，そうした
政治と市民に欠ける日本の現状に対する悲しみと，私たちに対す
る叱責の念を示されたものであるように思われます。不幸にして
1988年に病を得られて以来，厳しい闘病生活を過ごしておられ
る中でなされたこのようなお仕事に接することは，先生のご病気
の重大さを知る私たちにとっては，まことに感服，且つ汗顔の至
りであります。
　私たち一同ここに，先生が一刻も早くご健康を取り戻されるこ
とをお祈り申し上げるとともに，先生の学恩に改めて深く感謝し，
先生のこ研鑛をわが身の手本となし，それぞれの分野で一層精進
していきますことを申し上げます。
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